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　A 大学４年次生で 2009 年５～７月に母性実習を終了
































にする。対象は A 大学４年次生で母性実習を終了した学生 79 名とし、実習終了後に学生が自由記載した
学びのレポートを文脈で区切り、意味内容の類似性・関係性を考慮し、カテゴリー化した。結果、206 コー
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る。したがって男子学生も女子学生と同様に母性機能を
発揮する時期の対象を理解する必要がある。また、夫立
ち会い分娩や父親の育児参加が期待される現在、男子学
生が母性実習を行う意義は大きい。伊藤ら、荒川は、母
性実習において男子学生は様々な不安や戸惑いを感じて
いる９）10）と述べている。このような不安や戸惑いばか
りが高まれば、本来の母性実習の目的や目標を見いだせ
ないまま実習が終了することが懸念される。しかし男子
学生は母性実習において自分なりの結婚や出産に対する
価値観を深め、看護職者に必要な命を大切に思う気持ち
を再認識し、男性だからこそ夫の視点に沿った支援が必
要であるなどといった母性実習での学びを見出すことが
できていた。教員は、男子学生が母性実習に行く意義を
見出せるよう関わることが必要である。
　以上より、母性看護学における講義と演習さらに実習
との関連性を明確にするとともに講義や演習とは違う実
習の意義は何かを明確にする必要がある。さらに、学生
自身が母性実習を意義あるものにするといった学習意欲
の向上ができるよう支援することも重要である。
Ⅴ．結　語
　本研究では、学生が母性実習での学びとして自由記載
した内容と、実習目標との関連性について分析を行った。
その結果、学生が母性実習の学びとして自由記載した内
容は、母性実習における目標との一致がみられた。さら
に、実習目標以外での学びにおいても、母性実習で是非
学んで欲しい内容や学生としてのあり方を見つめなおす
機会、さらに男子学生が自らの母性実習の意義として見
出したものが学びとして表出されていることが示唆され
た。
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